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５月６日／
おこば保育園落成式並びに創立５０周年式典

４月２７日／日本百名城「人吉お城祭り」

５月１３日／
青井阿蘇神社 お伊勢講会の皆さんと伊勢神宮

7月12日／
くまりばコワーキングスペース

 osotoHitoyoshiオープニングイベント

7月7日／侍う in ITALY 凱旋展 青井阿蘇神社

７月２日／人吉市建設協会総会

５月１７日／人吉市老人クラブ連合会総会

　
こ
の
四
月
に
県
議
会
議
員
五
期
目
の

当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
十
八
歳
か
ら
始
ま
っ
た
政
治
の
道
も
二

十
一
年
目
に
入
り
ま
す
。

今
日
ま
で
様
々
な
出
会
い
、
経
験
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近年、まちづくりが大きな転換期を迎えていま

す。今まさに、大規模な再開発や箱物施設の設

置などではなく、地域住民が主体となり地域資

源に付加価値をつけて活かすことを考えた事業

が注目されているように感じます。大畑駅や矢

岳駅の肥薩線沿線の観光拠点整備などは、まさ

に「何もない」から「他にない価値」を生み出す

ことを実現した好例かと。私たちはこれから歴

史が経験したことのない「未知」という領域を

開拓していかねばなりません。そのためには地

域の「唯一性」を客観的な視点で知る「よそも

の」との交流が不可欠かもしれません。＜K.T＞

令
和
の
時
代
�

安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
！

７月１２日／球磨川くだり「新型船 就航式」式典・試乗

〜
保
守
と
進
取
の
精
神
で
職
責
を
全
う
し
ま
す
〜

な
取
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
地
方
は
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
、

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
、
全
て
の
世
代

が
安
心
で
き
る
社
会
保
障
へ
の
改
革
等
、

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。

常
に
進
化
を
図
り
つ
つ
、一
方
で
地
域
の
伝

統
を
守
る
こ
と
を
心
掛
け
な
が
ら
与
え

ら
れ
た
任
期
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
、
体
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
我
が
国
の
繁
栄
と
平
和
を
守
り
、
地

域
の
様
々
な
課
題
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
が
始

ま
り
、
初
め
て
と
な
る
参
議
院
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

激
動
す
る
世
界
情
勢
、
安
心
で
き
る
社
会

保
障
制
度
、
日
本
経
済
の
更
な
る
強
化
、

色
々
な
争
点
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
多
く
の
国
民
が「
政
治
の
安
定
」を
望

ん
だ
こ
と
が
、
自
民
党
、
公
明
党
で
過
半

数
を
超
え
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

我
々
自
民
党
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
は
大

で
す
。

日
本
の
明
日
を
切
り
拓
く
た
め
に
、
様
々



　

令
和
に
な
っ
て
最
初
の
、
ま
た
私
が

五
期
目
の
当
選
後
、
初
め
て
の
定
例
会

が
六
月
七
日
に
開
会
、
二
十
四
日
ま
で

十
八
日
間
の
日
程
を
滞
り
な
く
終
え
て

閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、﹁
令
和
元
年

度
六
月
補
正
予
算
案
﹂
を
は
じ
め
、﹁
熊

本
県
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
﹂
の

制
定
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

県
道
熊
本
高
森
線
の
整
備︵
四
車
線
化
︶

な
ど
の
熊
本
地
震
対
応
分
、
県
有
施
設

壁
面
等
緊
急
点
検
や
在
留
外
国
人
の
相

談
窓
口
設
置
な
ど
の
通
常
分
、
合
わ
せ

て
二
四
四
億
円
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、﹁
住
ま
い
の
再
建
﹂

な
ど
の
﹁
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復

興
﹂、﹁
人
口
減
少
対
策
﹂、﹁
外
国
人
材
の

活
用
﹂、﹁
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
﹂な
ど
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
課
題
に

対
す
る
認
識
を
踏
ま
え
て
、
県
の
考
え

方
や
今
後
の
対
応
、
取
組
み
な
ど
に
つ

い
て
、
執
行
部
と
の
間
で
活
発
な
論
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
も
再
編
を
迎
え
、﹁
高

速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
推
進

特
別
委
員
会
﹂、﹁
有
明
海
・
八
代
海
再

生
特
別
委
員
会
﹂
、﹁
地
域
対
策
特
別

委
員
会
﹂及
び﹁
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

推
進
特
別
委
員
会
﹂
の
四
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
う
ち﹁
高
速

交
通
﹂
、﹁
有
明
海
・
八
代
海
﹂
及
び
私

が
所
属
す
る﹁
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
﹂

の
三
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
は
二
月
定
例
会
か
ら
継
続
し
て
の

設
置
で
す
が
、﹁
地
域
対
策
特
別
委
員

会
﹂は
今
回
新
た
に
設
置
さ
れ
、私
も

所
属
い
た
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
を

背
景
に
、
産
業
人
材
確
保
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
等
に
つ
い
て
の

調
査
・
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
意
見
書
に
つ
い
て
は
三
件

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。﹁
地
方
消
費
者

行
政
に
対
す
る
国
の
財
政
措
置
に
係

る
意
見
書
﹂
、﹁
教
職
員
定
数
の
改
善

及
び
義
務
教
育
に
係
る
確
実
な
財
源

保
障
に
関
す
る
意
見
書
﹂及
び﹁
地
方

財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
﹂
の
三
件
で
す
。
い
ず
れ
も
、
時
宜

を
得
た
適
切
な
も
の
で
あ
り
、
衆
参

両
議
院
議
長
や
関
係
大
臣
に
対
し
、

直
ち
に
意
見
書
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
定
例
会

で
も
﹁
熊
本
地
震
か
ら
の
創
造
的
復

興
に
向
け
た
重
点
一
〇
項
目
﹂
に
関

す
る
質
問
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
地
震
か
ら
三
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
今
な
お
多
く
の
方
々
が
仮
設

住
宅
等
で
暮
し
て
お
ら
れ
る
な
ど
、

復
興
は
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。
創
造

的
復
興
を
果
た
す
県
議
会
、
執
行
部

と
一
丸
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
力
強
く

前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
元
年
６
月
定
例
会
を

終
え
て
︵
所
感
︶

チケット絶賛発売中！
詳しくはオフィシャルサイトへ

令和元年8月10日（土曜）に
E3九州自動車道『人吉球磨スマートインターチェンジ』開通、
道の駅『人吉』が開駅いたしました。

一時退出の社会実験がスタートします
（人吉球磨スマートIC⇔道の駅「人吉」）

①人吉市およびNEXCO西日本九州支社が
建設を進めてまいりました、E3九州自動
車道『人吉球磨スマートインターチェン
ジ（IC）』が開通しました。

②同日に、人吉市で整備を進めていた道の
駅「人吉」が開駅します。

③なお、人吉球磨スマートICについては、一
時退出を可能とする「賢い料金」の社会
実験を行います。道の駅「人吉」への立ち
寄りを可能とすることで、休憩や買い物、
周辺の交通観光情報の入手など、「道の
駅」が提供する多様なサービスをご利用
いただけます。また、「道の駅」においても、
広域的なお客様増加による地域活性化
が期待できます。


